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 　　　道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集

 　　　について（通知）

　このことについて、令和６年(2024年)７月17日付け教健体第438号通知「「学校の

暑さ対策(簡易型空調機器設置等の手引)」の追補版について」及び令和７年(2025

年)３月31日付け教健体第1219号通知「学校における暑さ対策に係る調査結果につ

いて」を踏まえ、各学校において簡易型空調機器の効果的な運用に向けた取組を進

めていただいているところですが、このたび、効果的な運用の一層の充実を図るた

 め、別添のとおり実践事例集を作成しましたので、お知らせします。

　つきましては、各学校において、本資料を参考とするなどして、全ての教職員の

理解の下、機器の効果的な運用に向けた取組を組織的に進めていただきますようお

 願いします。

 記

 

 ○道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集の保存場所

　健康・体育課ホームページ 

　　https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ktk/211540.html 

 　道立スクールドライブ

　　教育庁公開資料 ＞ 080_健康・体育課 ＞ 00_業務マニュアル等 ＞ 暑さ対策 
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道立学校における簡易型空調機器等

の効果的な運用方法の実践事例集

令和８年(2026年)２月

北海道教育庁学校教育局健康・体育課



道教委では、令和６年度までに道立学校に簡易型空調機器（窓枠クーラー・スポット
クーラー）を整備したところですが、冷却効果が冷房設備（エアコン）と比べると限定
的であり、また、近年、本道の平均気温は上昇傾向にあることなどから、各学校におけ
る窓枠クーラー等の効果を少しでも上げる工夫や取組が重要となっています。
こうしたことから、このたび、これまでに道立学校で実践されている工夫例（好事

例）などを取りまとめましたので、今後の取組の参考としてください。

１ これまで道教委等では、簡易型空調機器の効果的な運用方法に関して、次の
とおり文書を発出しています。

(1) 道教委文書
ア「学校の暑さ対策（簡易型空調機器設置等の手引）」の追補版について

（令和６年７月17日付け教健体第438号通知）
イ 学校における暑さ対策に係る調査結果について

（令和７年３月31日付け教健体第1219号通知）

(2) 北海道立総合研究機構建築研究本部北方建築総合研究所文書
学校の暑さ対策の実証（モデル事業）報告（令和７年３月）
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２ 簡易型空調機器の効果的な運用方法

(1) 日射遮へい
遮光カーテンや遮光ボードの設置で、教室の温度上昇を抑えることができる。

(2) 朝の窓開け換気
朝の段階で、屋外よりも教室内の温度が高い場合、窓や戸を開けて教室内

にこもった熱を排出することで、室温を下げることができる。

(3) 窓枠クーラーの効果的な使い方
ア 教室内の温度が26℃を超えるくらいを目安に簡易型空調機器を運転する。
イ 簡易型空調機器の冷気吹き出し口は、水平にする。
ウ 扇風機・サーキュレーターも、児童生徒が座った時の頭の高さで、水平
に空気を攪拌(かくはん)させる。

エ 換気は必要なので、できるだけ上部の２方向の窓を開ける。

２



道立学校における実践事例

学校においては、主に窓からの日射熱と人体からの発熱で教室
内が暑くなります。冷却能力が小さい窓枠クーラーを稼働して、
教室内の温度上昇を抑えるためには、窓からの日射を遮へいしつ
つ、窓枠クーラーの冷気を効率的に使用することが重要です。
ここでは、道立学校における効果的な取組をいくつか紹介しま

す。

実践事例を参考に、簡易型空調機器の効果的な運用の取組を進めていただきますようお願いします。
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簡易型空調機器の効果的な運用方法

①日射遮へい

道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集 ４

晴れた日に窓から入ってくる日射熱を遮光カーテンや遮光ボードで減らし、室内が暑くな
るのを抑える。



■遮光カーテンの設置
全ての普通教室に遮光カーテンを設置。また、

日差しが強い南向きや厳しい西日が差し込む西
向きの特別教室等にも併せて設置。

設置後は、暑い日はしっかり遮光カーテンを
することで、教室内の室温上昇を抑えることが
できる。

①日射遮へい

【参考➊】～遮光カーテンの仕様～
①遮光１級、防炎、遮熱の全ての機能が

備わっていること

②設置する部屋の窓側の面の色は、白又は

シルバーそれに準ずる色であること

(教室側の面は任意)

③カーテンのひだがないこと又はひだが

少ないこと

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

遮光カーテンの仕様で最も重要なことは、太陽光をいかに反射させ、日遮
熱を教室内に入れないようにすること。太陽光を反射させるためには、窓側
のカーテンの色は白又はシルバーが望ましい。その際、教室側のカーテンの
色は特に問わない。

遮光カーテンの設置に当たっては、窓とカーテンとの隙間を最小限にする
ことが大切。また、カーテンが熱を吸収し、熱を放出するので、カーテンの
面積を最小限にするため、カーテンのひだはないことが望ましい。
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■遮光ボードの設置
全ての普通教室に生徒手作りの遮光

ボードを設置。窓の外側にボードを設置
することで、日差しが窓ガラスに直接当
たるのを防いでくれる。

また、熱が教室内に侵入する前の段階
でシャットアウトできるため、高い遮熱
効果を発揮している。

①日射遮へい

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

【参考❷】～遮光ボードの仕様～
①縦180㎝、横90㎝、厚さ５㎜の発砲スチロール製

②片面にのりを塗布、保温アルミシートを貼り付け

【効果】設置前と比べて約３℃室温が低減
左記遮光ボードの写真は、
教室の外側の面

６



簡易型空調機器の効果的な運用方法

②朝の窓開け換気

道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集 ７

朝に教室等の二方向の窓などを大きく開けて風を通し、室内にこもった熱を排出する。

定期的に換気をしよう



■数分でも室温は低下する

朝は換気の絶好のタイミング。教室の窓
を全開換気している。

５～10分程度の換気でも室温は下がり、
その後の窓枠クーラーの効きも良くなる。
結果、快適になるまでの時間が短縮される。

【手順:全開換気→窓枠クーラー稼働】

②朝の窓開け換気

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

■朝だけでなく…

定時制課程のある学校なので、朝の換気に加
えて、日が沈み始める夕方（午後６時以降）に
も、教室の窓を全開換気している。

日中に蓄積された熱気を一気に逃がすことが
出来る。

■湿度も大切
朝に窓開け換気する際は、教室の湿度にも注意を配っている。湿度は、快適さを感じる大

切な要素。例えば外気温は低いが、雨上がりで湿度が非常に高い場合、換気をするとジメジ
メした空気が入ってくるため、換気はしていない。

８

参
考
❸

湿度が60％を超えると不快感が増し、汗が蒸発しにくいため、熱中症の危険性が高
まる。また、湿度が１％下がるだけで体感温度が約0.3℃下がることが気象庁のデー
タで示されている。



簡易型空調機器の効果的な運用方法

③窓枠クーラーの効果的な使い方

道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集
９

窓枠クーラーを次の点に留意して使う。

・窓枠クーラーの冷気の吹き出し口は水平に！

・扇風機・サーキュレーターは、空気を横方向に混ぜるように！

・窓枠クーラー運転時の窓開け換気は、できるだけ上部の二方向の窓を利用！

冷却能力が落ちてきたと感じたら、次に掲げる項目について見直ししてみましょう。

十分な冷却力を取り戻せる可能性があります。



■タイマーの活用
早朝に窓枠クーラーが稼働するよう前日

からタイマーをセットしている。

窓枠クーラーは、教室内の温度が高く
なってから運転しても、室温は下がらない
ので、教室内の温度が高くなる前から運転
を開始することが重要。

③窓枠クーラーの効果的な使い方

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

■本体吸込口・吹出口の確認
本体正面と背面の吸込口・吹出口が窓や

カーテンなどで塞がれていないかを窓枠
クーラー使用前に確認している。室内が冷
えないと感じるときは、吸込口・吹出口が
障害物で塞がれている可能性がある。

(株)コロナ「コロナルームエアコン取扱説明書」11頁
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参考❹
窓枠クーラーは、タイマーを有効活用す
ることが大切。タイマーは１時間から12
時間まで１時間単位でセットが可能。



■定期的な清掃
窓枠クーラーを定期的に清掃している。

清掃することで冷え方が変わる。

なお、フィルタにほこりが詰まると、冷
房能力の低下、電気代のムダに繋がる。

③窓枠クーラーの効果的な使い方

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

■高層階への対応

特に暑くなる３・４階の教室は、扇風機
やサーキュレーター等の台数を１・２階よ
り多く設置している。

■空気の流れを意識
扇風機・サーキュレーターの併用、空気

の流れを意識している。水平に空気を攪拌
(かくはん)させることで、室内全体に効果
的に冷気が循環するよう工夫している。

(株)コロナ「コロナルームエアコン取扱説明書」13頁

11



簡易型空調機器の効果的な運用方法

④その他

道立学校における簡易型空調機器等の効果的な運用方法の実践事例集 12



■マニュアルの作成

窓枠クーラー稼働時の窓
やドアの開閉などについて、
マニュアルを作成し、少し
でも冷却効果が高まるよう
工夫している。

④その他

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

例
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■日陰となる教室の使用

暑い日は普通教室を使用せず、北側の特
別教室を活用し、授業を実施している。

④その他

道立学校における簡易型空調機器等の
効果的な運用方法の実践事例集

■LED照明の導入で…

普通教室におけるLED照明の導入で余分な熱
発生が低減。LED照明は白熱灯や蛍光灯に比
べ、発熱が少ない。白熱灯は消費した電力の
約90％を熱に変えるが、LED電球は約30％程
度に抑制可能。

また、蛍光灯は点灯時に水銀蒸気を発生さ
せるので温度が上昇するが、LED電球は半導
体素子で光を発するため、水銀蒸気は発生せ
ず、室温上昇を抑えることができる。

14

■冷却された空気は外部に逃がさない！
教室の窓やドアを開けっぱなしにせず、迅速に開閉を心がける

よう、日頃から生徒に徹底し、冷房効率の低下を防いでいる。

また、窓やドアの開閉ルールに関する掲示物を教室内に貼り、
生徒・教職員全員で効果的な運用への意識を高めている。

■カーテンを閉めて下校

生徒下校時、西日による教室内の温度上
昇を防ぐため、教室のカーテンを閉めてか
ら下校することを徹底している。


